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■外国人府民への情報流通促進調査事業の報告～行政情報の流れについて～

外国人府民に行政情報がどのように流通しているかを
調査し、今後の効果的な情報提供に資することを目的
に調査を行ってきました。調査にご協力いただいた外
国人府民の人数は 459 人にのぼります。

グラフ 1:ヒアリング対象者の所属分類

行政情報の認知度についてもお聞きしましたが、多
言語での相談窓口や多言語情報紙の認知度は低く、
行政情報の提供の難しさを改めて知る結果となりまし
た。

「多言語での相談窓口を知っていますか」 「多言語情報誌を知っていますか」

また、困った経験をその時に必要だった情報や解決
方法とともにお聞きしました。困ったときの解決方法に
は、友人に助けてもらったり、近所の人や日本語教室
の先生に協力してもらったりしていることがわかりまし
た。

地域の皆さまが行政情報の流通に大きな役割を担
っていることが分かりました。

OFIX でも多言語支援の取り組みを進めてまいりま
すので、皆さまの御協力、御支援よろしくお願いたしま
す。

■【コミュニティー通訳研修開催のお知らせ】

日本に住んでいる外国人の方の市役所などでのコ
ミュニケーションの橋渡しをする「コミュニティー通訳」を
養成する研修を開催します。通訳者の心構え、通訳
者として知っておくべき制度、ロールプレイなどを盛り
込んだ 3 日間の研修です。詳しくはこちら：

http://www.ofix.or.jp

日時：1 日目 5 月 16 日（月） 13：20～17：00
2 日目 5 月 23 日（月） 10：00～16：00
3 日目 5 月 27 日（金） 10：00～16：00
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■大阪府国際化戦略

大阪府では、平成 22年 12月に策定した「大阪の成
長戦略」を踏まえ、大阪の成長に必要な「大阪の国際
競争力の強化」を図るため、「大阪府国際化戦略」を
策定しました。

この戦略は、世界･アジアから、多くの人・モノ・資金
を大阪に呼び込むとともに、大阪の人材・技術の国際
競争力を高めることを目指して、10 年後の目標を定め、
大阪府が取り込む国際化施策の方向性や具体的取
組みを明らかにしたものです。

併せて、今後５年間に大阪府が取り組む国際化の
具体策を「大阪府国際化戦略工程表」として取りまと
め、事業を進めることとしています。

今後は、この戦略に基づき、関係機関とも協力しつ
つ大阪の国際競争力の強化に向けた取組みを進めて
いきます。

詳しくはこちらをご覧ください
http://www.pref.osaka.jp/kanko/i_senryaku/result.h
tml

■平成 23 年度 OFIX 事業計画

新しい年度が始まりました。大阪府国際交流財団で
は、平成 23 年度は、府が新たに策定した戦略に基づ
き、府や他の民間団体との連携強化を図りながら、大
阪の国際競争力の強化に向けて重点的に事業展開
を図っていくこととしています。

具体的には、「グローバル人材の育成」「外国人の
受入促進・活動環境整備」「国際交流情報の発信」の
３つの柱での事業展開を行います。

グローバル人材の育成の中心的な事業は、国際理
解教育の推進です。小・中・高等学校などに外国人ザ
ポーターを派遣し、母国紹介や英語でのコミュニケー
ション機会の提供、グローバルに活躍できる人材育成

のためのワークショップなどを展開していきます。

外国人の受入促進・活動環境整備では、主に大阪
府外国人情報コーナーの運営や語学ボランティアの
活動促進による多言語支援に力を入れていきます。
通訳サポーター育成のための研修や実践の機会など
を強化します。

国際交流情報の発信では、ホームページや OFIX
ニュースなどを活用して様々な情報を提供していきま
す。

皆様のご協力・ご参加をよろしくお願いいたします。

■こどもが生まれたら

日本人と同様、外国人同士の夫婦の間に日本で子
どもが生まれたら、出生から 14 日以内に住所地の市
役所に出生届を出します。病院からの出生証明書、
市役所から出されている母子手帳、また保険証などを
持参し、手続きを行います。日本は国籍の付与に関し
ては、アメリカやカナダのような「生地主義」ではなく、
「血統主義」を取っており、外国人同士の親から生ま
れた子どもは、日本で生まれても日本国籍を自動的に
取得することはありません。そのため、60 日以内に外
国人登録の新規登録を行います。また 60日以上日本
に在留する場合は入管で在留資格取得の申請を出
生後 30 日以内に行います。この場合、出生を証明す
る書類などが必要です。この時点で自国の公館から子
どものパスポートの取得がまだの場合は、「在留資格

証明書」が発行されます。パスポートが発給された時
点で、入管で「証印の転記」の手続きを行います。パス
ポートの申請時に子どもの親の在日公館に出生を届
けます。その際の手続きや必要書類については、在日
公館に問い合わせてください。

◎大阪府外国人情報コーナー
（月～金曜日（祝日を除く））
（対応時間：9:00～17:30）
専用電話：06‐6941‐2297 ＦＡＸ: 06-6966-2401
E－mail : jouhou-c@ofix.or.jp
対応言語： 英語、中国語、韓国･朝鮮語、ポルトガル
語、スペイン語、ベトナム語、フィリピノ語、タイ語、日本
語

■東日本大震災への OFIX の取組み

このたびの東日本大震災により被害を受けられた被
災地の皆さまに、心からお見舞い申し上げます。
大阪府国際交流財団では、被災された外国人の方を
対象に次の支援を行います。

１ 多言語での情報提供
大阪府外国人情報コーナーでは、多言語での情報

提供を実施しています。また、OFIX ホームページでは、
震災に関する多言語での情報提供等を行うウェブサイ
ト等を掲載していますので、ご活用ください。
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２ 被災者受入支援
東日本大震災の被災外国人に対し、渡航手続期

間や他施設への入居手続期間等の一時的・短期の
滞在のため、大阪府堺留学生会館オリオン寮及び
OFIX ホームステイへの受入を行います。

詳しくは、大阪府国際交流財団企画推進グループ
までお問い合わせください。

なお、大阪府営住宅等における被災者の受入支援
等については、大阪府のホームページをご覧くださ
い。
http://www.pref.osaka.jp/koho/tohoku_jishin/ukeire.html

３ 災害情報の翻訳支援
東北地方太平洋沖地震多言語支援センターが提

供する災害情報の多言語化に協力しています（大阪
府内の国際交流協会等が協力して中国語の翻訳を
担当）。

引き続き、語学ボランティアやホストファミリーの皆さ
まのご協力をよろしくお願いいたします。

また、大阪府においても、「東日本大震災」により被害
を受けられた被災地の皆様への支援情報を大阪府ホ
ームページ上で、下記のとおり多言語により提供され
ています。
【項目】
１．被災者の方へ（受入等のご案内）
２．府民の方へ（支援等のお願い）
３．府民の方へ（お知らせ）
４．リンク集

情報は随時更新されます。

大阪府支援情報のページ（日本語）
http://www.pref.osaka.jp/koho/tohoku_jishin/index.html

多言語情報（英語、中国語、韓国語、ポルトガル語、
スペイン語）
http://www.pref.osaka.jp/attach/12666/00000000/f
oreign_language.pdf

■東日本大震災における多言語支援 ―OFIX で災害翻訳者として―
彭 瓊 林 (ポン チュン リン)

3 月 11 日東日本大震災の
発生直後、在日外国人に確
かな災害情報を提供するた
めに、NPO 多文化共生マネ
ージャー全国協議会は災害
情報多言語支援センターを
立ち上げました。OFIX、大阪
国際交流センター、吹田市
国際交流協会、とんだばやし
国際交流協会、箕面市国際
交流協会の五団体は依頼さ
れた中国語翻訳を行うことに

なりました。作業は日本語の原文を翻訳し、チェック、
納品という流れになります。各団体が日と作業を決め
て交代で担当しています。4 月 15 日現在で、115 報を
翻訳しました。
私は OFIX の職員として、日常業務の傍ら４月中旬

まで OFIX の中国語災害ボランティアの方と一緒に、
毎週二回、月曜日と木曜日に翻訳とチェックを担当し
ました。４月中旬になってからは被災地の多言語支援

状況も落ち着いてきたのか、翻訳の分量が少なくなり、
それに伴い、私の担当も週一回、木曜日の朝にチェッ
クを担当するのみになりました。
今回の翻訳は緊急の上、専門性が高い単語が多く、

またひらがな地名や、日本にしかない「国字」の表記な
ど、戸惑いの連続でした。被災されている外国人（言
語から言うと私の翻訳文の読み手は中国人）にいかに
わかりやすく伝えるか、その一心で辞書とインターネッ
トで調べながら翻訳またはチェックをしてきました。
私にとって初めての経験ですが、多くのことを学びまし
た。また災害ボランティアの皆様が快くご協力を頂いた
ことに、この場を借りて改めてお礼を申し上げます。
≪被災外国人への情報発信に参加しませんか？≫

被災地に設置される支援拠点施設等で翻訳の活動を
していただくボランティアを募集しています。一緒に被
災した外国人に自分達が出来る支援を考えてみませ
んか？
詳細はこちら
http://www.ofix.or.jp/boran/index6.html

■ 安藤基金・大阪府海外短期建築・芸術研修生招聘プログラムのご紹介

このプログラムは 1992年 5月、大阪が世界に誇る建
築家・安藤忠雄氏が、デンマーク・カールスバーグ社
の世界の建築の発展に貢献した建築家を顕彰するた
め創設した「国際建築家賞」（第 1 回）を受賞されまし
た。副賞の 3,000 万円を大阪と海外の文化交流に役
立てたいとのお気持ちから、副賞賞金の全額を大阪
府に寄贈されました。大阪府国際交流財団では大阪
府を通して安藤忠雄氏による寄付金を受け取り、安藤
忠雄・カールスバーグ賞受賞記念事業として、「大阪
府海外短期建築・芸術研修生招聘事業」を発足いた
しました。当事業の趣旨に賛同された有志の方々によ

ってもたらされた寄付金を活用して毎年、建築・芸術を
専攻しているアジア各国より約 10 名程度の生徒を大
阪に招き、秋に約１カ月間の研修を行っています。

1993 年から始まったこの事業も今年で 20 年目を迎
え、これまでに 19 カ国・地域から 159 名を招聘してきま
した。研修中は各自が日本を代表する建築会社にて
10 日間程の企業実地研修では、建設中の現場視察
や最新技術についての説明などを受ける体験をして
頂きます。その他に、日本の学生とのディスカッション
や京都及び大阪でのスタディーツアー、安藤忠雄氏
設計建築物視察などが盛り込まれております。研修以
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外にも国際交流を深めて頂くために1泊 2日の日本人
の家庭でのホームステイを体験して頂きます。このホー
ムステイも毎年研修生から日本人の家族との生の交
流ができるととても好評です。

ＯＦＩＸでは今年度も研修生を募集いたします。
詳しい募集要項などはこちらをご覧ください。

http://www.ofix.or.jp/ofix/index4_4.html

■カラオケとフィリピン人

ハロー！国際交流員のアルビンです。

いつだったか無性にカラオケに行きたくなった時がありま

した。恐らく自分の中にある「フィリピン人」が駆り立てたのだ

と思います。フィリピン人は歌うことが大好きです。シャワー中

に、歩いている時に、仕事をしている時でさえ歌っています。

フィリピンのデパートへ行った時なんか、店員さんがお客を

待つ間歌を歌っているのが聞こえてきます。お昼のバラエテ

ィ番組では私の記憶しているずっと前から歌のコンテストが

含んであります。ですから頻繁にカラオケボックスに行くフィ

リピン人は多いし、更には自宅にカラオケマシーンを持って

いても全然驚きません。

日本でカラオケは老

若男女問わず、もっと

も人気のある娯楽の一

つです。こんなにも日

本ほどカラオケ店が存

在する国はどこにもな

いでしょう。一体カラオ

ケはどのように出現したのでしょうか。いつ発明されたのでし

ょうか。恐らく日本人がカラオケを発明したんでしょうが、フィ

リピン人の中には一人のフィリピン人がカラオケを発明と主

張している人達がいます。それで、ちょっと調べてみました。

誰が本当にカラオケを発明したのでしょうか？

カラオケの略歴

調べてみるとカラオケは 1971 年神戸で歌手である井上大

祐氏が発明したとのことでした。当時、すでにたくさんのフィ

リピン人のミュージシャンやエンターティナーが日本に移住

していました。ミュージックバンドを雇うコストを減らすために、

フィリピン人は音楽のみのバージョンと音楽とミュージシャン

の歌が入っているバージョンに分けられるテープ「minus

-one」を思いつきました。この「minus-one」は 1960 年代後半

から1980年代初期にフィリピン国内で流行しました。1975年

にフィリピン人発明家が音楽に合わせて歌えるシステム「マ

イナス ワン」を発明しました。誰が本当にカラオケを発明し

たのかは別として、日本人もフィリピン人も歌を歌うのが大好

きで、同じものを求めていたということは大切ではないでしょ

うか。

フィリピンのゲームセンターにあるカラオケボックス

フィリピンにおけるカラオケ

フィリピンではたくさんのカラオケ店がありますが、日本に

あるような最新の機器ではありません。日本のＤＡＭやＵＧＡ

に代表するようなカラオケ会社はないですし、ほとんどのフィ

リピンのカラオケではまだレーザーディスク（ない場合はＤＶ

ＤやＶＣＤ）を使用しています。またフィリピンでは通常のカラ

オケ店にあるカラオケマシーン以外にも、ショッピングモール

や、屋台のパブ、更には生鮮市場でもカラオケマシーンを見

かけるでしょう。このことからもフィ

リピン人がどこにいても恥ずかし

がらずに歌を歌うことを示してい

ます・・・たとえ音痴だとしてもね。

ショッピングモールの中には特

別なカラオケのできる個室があっ

て、そこで歌を CD に録音したり、

自分が歌っているのをビデオに

撮ったりします。録音するのは誰

かに残したり、オーディションに

応募したりするためなのです。フィリピン人がどれほど歌を歌

うのが大好きかわかるでしょう。

さー、一緒にカラオケ行かない？

◎ OFIX ニュースについてのご意見、ご感想はこちら info@ofix.or.jp

◎ 大阪国際クラブの会員の皆様からの海外レポートはこちら clubnews@ofix.or.jp

◎ バックナンバーはこちら http://www.ofix.or.jp/mail/backnumber.html#japanese
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